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日中対照言語学会会報(№65) 

2024年1月4日（木）発行   会報担当：彭飛 竹島毅 古賀悠太郎 
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１．2023年度冬季大会会員総会、及び第2回拡大常務理事会議事録 

日 時：2023年12月24日（日）16：25～17：00 

場 所：オンライン会議（Zoom） 

[会員総会] 

（１）議題に先立ち、岡原嗣春理事が議長に選出された。 

（２）議題に沿って以下の①～⑦が報告された。 

①理事会選挙の結果について（報告者：竹島毅 選挙委員会委員長） 

96名の会員が投票を行い、その全員がそれぞれ10票を投じたため（規定により一人10票まで投じる

ことができる）、有効投票は 960 である（無効票はなし）。この投票結果に基づき、今後、常務理事・理

事などが正式に決定していく。 

②会員の住所・メールアドレスについて（報告者：相原里美 事務運営委員会副委員長） 

住所・メールアドレスが不明で学会誌が送付できない、連絡が取れない会員が見受けられる。連絡先

に変更がある場合、学会事務運営委員会に報告してほしい。 

③学会誌第26号の準備状況について（報告者：下地早智子 学会誌編集委員会委員長） 

(1) 2023 年 9 月 30 日に論文投稿が締め切られ、第 26 号に向けては 21 件の投稿が寄せられた。うち

19件が受理され（不受理2件）、その19件について査読、及び学会誌編集委員会での最終審議が

終了したところである。12月26日に各投稿者に対して査読結果の通知が行われる予定である。 

(2) 第26号には依頼論文2件（井上優氏、趙春利氏）が掲載される。2件ともすでに原稿を受領済み

である。 

(3) 第27号・第28号では学会誌編集委員会のメンバーが入れ替わる。 

④特集号の準備状況について（報告者：王学群 特集編集委員会委員長） 

特集号には、特別寄稿の5本を含む計12本が掲載予定である。今後、校正作業を経て、2024年3月に

出版予定である。 

⑤学術研究会による推薦論文の掲載の件（報告者：丁雷 学術研究会運営委員会副委員長） 

(1) 毎月実施の学術研究会の発表論文の中から優秀論文を年 1～2 本選考し、学会誌への掲載を推薦す

ることが提案されている。これを受けて、学術研究会推薦論文関連規定、及び査読基準の文面案が

作成された。 

(2) 学術研究会運営委員会に新しいメンバーが数名加入した。 

⑥会員動向について（報告者：安本真弓 事務運営委員会委員長） 

(1) 日本国内の会員数は313名。ただし、住所不明の会員が32名見受けられる。（この部分の報告は相

原里美 事務運営委員会副委員長） 

(2) 中国国内の会員数は77名。ただし、2023年度の会費未納者が41名見受けられる。 
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⑦中国分会より（報告者：于飛 中国分会会長） 

(1)          2023年5月に中国分会の会長らで会議が行われ、中国分会の活動方針などが話し合われた。 

(2) 中国分会会員のWeChatグループが作成されていること、学会誌の電子版が中国分会の会員すべて

に送付されたことなどが報告された。一方で、会費未納の会員が多数見受けられるなどの問題点も

存在する。 

(3) 今回の冬季大会では中国分会から6名が口頭発表を行った。うち、教師は2名、大学院生は4名で

ある。 

[拡大理事会] 

出席者：相原里美、犬塚優司、于飛、王安、王学群、岡原嗣春、勝川裕子、加藤晴子、古賀悠太郎、 

呉川、齋藤貴志、下地早智子、続三義、曹泰和、竹島毅、玉岡賀津雄、張婧禕、張黎、丁雷、 

豊嶋裕子、新田小雨子、福田翔、藤田昌志、藤原優美、彭飛、丸尾誠、森山美紀子、安本真弓、 

姚艶玲、楊彩虹、楊蕾、劉驫  (以上32名。50音順、敬称略) 

彭飛会長から以下の2点の報告がなされた。 

①理事会選挙後の流れ 

2023年12月に理事長選挙が行われた。これを受け、今後、2024年1月に投票結果に基づく常務理事・

理事就任の打診、2月に新理事会による会長選出、3月に副会長、及び各委員会のメンバー決定となる。 

②学会顧問の推薦 

本拡大理事会において、以下の3氏が学会顧問として推薦され、本理事会で承認された。 

・続三義氏（推薦者：彭飛会長） 

・王亜新氏（推薦者：王学群常務理事） 

・余維氏 （推薦者：続三義常務理事） 

 

２．2023年度第49回全国大会報告 

日中対照言語学会第49回大会は予定通り、2023年12月24日（日）、オンラインで開催された。下地

早智子氏による基調講演が行われたほか、分科会は3つの会場に分かれ多様な研究発表と活発な討論が行

われた。 

記 

日 時： 2023年12月24日（日）9：20～16：30 

会 場： オンライン会議（zoom） 

参加費： 無料（会員、非会員共通） 

プログラム 

総合司会：岡原丞良（関西大学） 

9：20～9：25  開会の辞：副会長 竹島毅（大東文化大学）  

9：30～11：30  午前の部（分科会A／分科会B／分科会Cの3部制） 

【分科会A】 司会：王安（法政大学） 

1．中国語の N 上昇の欠如について                           馮一峰（北洋大学） 

2．付帯状況-継起解釈と動詞の意味特徴の関わり――連用形接続及び対応する中国語表現の観点から――          

山田祐也（立命館アジア太平洋大学)・堀江薫（関西外国語大学） 

司会：王学群（東洋大学） 

3．目的語に定名詞句が用いられる存現文の描写機能                  時彦卿（名古屋大学・院） 

4．「V スギル」と“V 得太 A 了”の対照研究――動詞の特徴を中心に―― 

白雪（西安外国語大学・院） 
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【分科会B】 司会：加藤晴子（東京外国語大学） 

1．中国語の“V得”様態補語文に関する考察――“V起来”構文との比較を通して―― 

顧彬楠（名古屋大学研究員） 

2．“各”と“都”の違い                               張瑩（北海道大学・院） 

司会：楊彩虹（北海道大学） 

3．范畴化视角下日汉敲打类复合动词对比研究 

牛迎春（西安外国語大学・院）・陳曦（西安外国語大学） 

4． “就是说”和“也就是说”：主观性与交互主观性                龐龍傑（立命館アジア太平洋大学） 

【分科会C】 司会：安本真弓（跡見学園女子大学） 

1．第二言語習得における「する」の不使用の誤用研究                謝蓉（関西学院大学・院） 

2．日本語の「感受」と中国語の“感受”の意味的相違の考察           崔子銘（京都外国語大学・院） 

司会：豊嶋裕子（東海大学） 

3．意見調整の修正局面における確認要求表現の連鎖構築――日本語母語話者と中国人上級日本語学習者

を対象に――                                      王詩凝（東北林業大学） 

4．真偽疑問文に対する応答詞の使用実態――性差と親疎差に着目して――     王凱男（岡山大学・院） 

11：30～13：30    昼休憩 

13：30～13：45    第１回 日中対照言語学会論文賞 表彰式 

受 賞 者：許臨揚（蘇州城市学院准教授） 

論文題目：複合動詞「～かかる」の多義性に関する認知的意味分析――中国語との 

      対照の観点から――（『日中対照言語研究』第25号に掲載） 

司会：勝川裕子（名古屋大学） 

13：45～14：45 基調講演 「日本語と中国語における時空間指示とコミュニケーション」 

下地早智子（神戸市外国語大学） 

14：55～16：25 午後の部（分科会A／分科会B／分科会Cの3部制） 

【分科会A】 司会：藤原優美（広島市立大学） 

5．日中両言語における感情形容詞の連用用法に関する一考察――快/不快の感情に着目して―― 

万巨鳳（東北大学・院）・上原聡（東北大学） 

6．日本語の比較構文における動詞述語について――連用修飾節を伴わぬ動詞を中心に―― 

胡静（西安外国語大学・院） 

7．元代の“哏”の意味と用法に関する一考察――朝鮮資料を手がかりに――   鎮守琳（関西大学・院） 

【分科会B】 司会：続三義（東洋大学） 

5．認知的類型論観点に基づく日本語の｢使役移動表現｣についての習得研究――中国人日本語学習者を対 

象に――                                     姜雨軒（大連外国語大学・院） 

6．類型論的観点に基づく日本語の「自律移動表現」に関する習得研究――中国人日本語学習者を中心に                                

黄巧霊（大連外国語大学・院） 

7． 存現文における“V 来/V 去”の用法について――視点との関連において―― 

張凡（名古屋大学・院） 

【分科会C】 司会：呉川（日本大学） 

5．『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』を利用した会話における接続詞「で」の習得について                             

劉洋（岡山大学・院） 

6．日本人中国語学習者によく見られる誤用について――初修中国語履修生の誤用例を中心に―― 

 王一萍（九州産業大学・非常勤講師） 

16：25～16：30 閉幕の辞：会長 彭飛（京都外国語大学） 

※ 閉幕後に会員総会、拡大理事会が開催された。 
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３．学術研究会報告（2023年 11月） ※詳細は当学会HPに掲載 

■日 時：11月18日（土）17：00～18：00（オンライン） 

発表者：侯遠方（京都外国語大学・大学院生） 

テーマ：日本語と中国語における漢字同形語（二字漢語動詞）の意味や用法の相違に関する研究――学

習者（1000人）を対象とする日本語の二字漢語動詞の習得に関する調査―― 

 

 事務局より  

1)【学会入会申請】 

日中対照言語学会のホームページ上で受け付けております。申請ができなかった場合は入会担当の 相

原里美副委員長（xiangyuanlimei@gmail.com）、または安本真弓事務局長（yasumoto@cap.ocn.ne.jp）まで

ご連絡ください。 

2）【年会費の納入願い】 

年会費（社会人4,000円、院生 2,000円）は、郵便振込用紙を送付し、またホームページで振込情報が

掲載されていますので、なるべく早くご納入いただきますようお願いいたします。何かご不明な点が

ありましたら、会計担当の曹泰和副委員長（soutaiwa@meikai.ac.jp）にお問い合わせください。 

3）【会員情報の変更】 

  住所・メールアドレス・所属等に変更が生じた会員は、随時、学会事務運営委員会専用メール

(xuehuijimu@hotmail.com)までお知らせください。 

4）【住所等不明な会員】  

学会会報、大会、学術研究会開催などの通知は、ホームページに掲載するほか、メールでもご連絡し

ております。下記の通り、住所やメールアドレスなど不明で学会よりご連絡できない方がいらっしゃ

いますので、ぜひ事務運営委員会（xuehuijimu@hotmail.com）までお知らせいただきますようお願いい

たします。また所属、住所やメールアドレスなどの変更に関しても同様にお知らせください。 

住所など不明の方： 

飯田透、閆佳祺、何潔、管晶、冀媛媛、胡春艶、蔡嘉昱、徐佳、徐幸華、宋瑩、曾曾、 

蘇碩、張岩、張暁琳、趙金昌、張立波、鄭欣悦、鄭琼花、東寺祐亮、屠潔群、白叡、 

彭璽閣、陸小曼、李光㬢、劉嘉勇、劉樊艶、李瑶、凌飛、廖琳、林颖、魯昱瑋 

上記の住所などが不明な方の情報をご存じの方も、お手数をおかけいたしますが、事務運営委員会

（xuehuijimu@hotmail.com）にお知らせいただけませんか。 

5）【中国在住会員の年会費納入及び学会誌送付】 

  年会費（一般会員：200人民元、学生会員：100人民元）は会計年度（毎年4月1日～翌年3月31日）

内にご納入ください。納入方法（中国国内銀行の振込口座情報等）に関して、ご不明な方はメールに

て中国分会事務局（rzyydzfh@163.com）にお問い合わせください。学会誌送付については、電子版（PDF

版）での対応となります。 
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